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多様な組織へ提供

• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育

園、介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あら

ゆる職種の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、Kakeai（カケアイ）上で実施

されています。

Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 2



ご利⽤の規模もさまざま ご利⽤の規模やパターン

2⼈

ひとつの部署

全体

利⽤者を募る

上司部下以外のペア

• ご利⽤の規模は「上司と部下の2⼈」「ひとつの部署」

「会社・組織全体」とさまざまです。

• また「1on1に問題意識を持っている管理職を、主体性を

尊重して募る」ケースや、「上司や部下以外の、メン

ターやメンティーとの1on1に使う」というケースも増え

ています。
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そもそも1on1とは、どの
ようなミーティングなのか

• 1on1ミーティングとは、業務の指⽰・判断を⽬的とした

会議ではなく、部下の成⻑やモチベーションを⽀援する

ための定期的な⾯談
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コロナ禍で
1on1⼈⼝は増加

• 2023年現在、国内の全就業者の約20%が1on1実施

• 1on1実施⼈⼝はコロナ禍に増加し、2019年の2.5倍

Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 5



6



行動の質

Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.



しかし、
現場任せでは難しい

• 現場の上司部下の個⼈⼒に任せても、なかなか上⼿くい

かない。
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弊社製品ご利⽤による効果
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「有効に感じない時間」を「有効な時間」に変える
Kakeai使⽤前後の「有効ではない時間」
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仮に上司655名、部下3,000名で、
⽉1回、1回あたり60分の
1on1を実施した場合。

上司全体で年間13,032時間、
部下全体で年間23,364時間、
合計36,396時間の「有効に感じな
い」時間が削減され、「有効な時
間」に変わる。
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対話がスムーズになった

79.8%

対話の質の向上を感じる

86.6%

⼼理的・物理的な負担が減った

84.5%

ユーザーアンケート結果

効果（コミュニケーションの感じ⽅⼤幅改善）
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効果（定性｜代表的な声）

• 上司にはっきり⾔いにくい「期待している対応」を選ぶだけで伝えられて本⾳が話
せる。

• こんなことも上司に話していいんだ／いつでも話せるんだ、という安⼼感がある。
• 仕組みによって、1on1をどう活かすか考えるようになり、1on1が⾃分の時間に変
わった。ミーティングも⽣産的になった。

• 1on1の前に⾃分⾃⾝が選んだ「トピック」や「上司に期待する対応」次第で、上
司の対応が変わり、ミーティングを⾃分の責任としてコントロールできている感覚
がある。

• ⼼理的にも、物理的にも負担が減った。

「部下」としての利⽤について
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効果（定性｜代表的な声）

• 本⾳が掴める。
• 部下が考えて1on1に臨むようになり、早く核⼼に到達できている。
• 部下が何を選んでいるか事前に⼀瞬⽬を通すだけで1on1の場の作り⽅が変わる。
• 1on1以外の⽇常のマネジメントに活かせていることが⼤きな価値。
• 業務の管理や数字達成のための指⽰が減った。
• 結果を振り返り、⾃分の想定や感覚とのギャップを確認し、次⽉に活かせている。
• ⼼理的にも、物理的にも負担が減った。

「上司」としての利⽤について
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効果（定性｜代表的な声）

• 現場の実態が掴める。
⾃分の想定との乖離を確認し、組織状態やマネジャー個々の課題について、⾃⾝
の⾒⽴ての調整に活かせている。
したがって、当然、組織や個⼈に対する⽀援や関わり⽅がシャープになった。

「⼈事や、エグゼクティブ」としての利⽤について
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1on1⽀援ツールを検討される企業のツール評価観点
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製品のご紹介
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1on1ならではの問題をテクノロジーや特許で解決
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